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謹
ん
で
新
年
の
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
新
し
い
年
が
、
皆
様
に
と
り
ま
し
て
素
晴
ら
し

い
1
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
心
よ
り
祈
念
申
し
上

げ
ま
す
。

　
皆
様
に
は
、
是
非
と
も
健
康
で
充
実
し
た
毎
日

を
お
過
ご
し
頂
き
た
い
と
願
っ
て
い
ま
す
。
健
康

を
増
進
し
て
病
気
に
罹
ら
ず
、
そ
し
て
健
康
寿
命

を
延
伸
す
る
た
め
の
方
策
と
し
て
「
予
防
医
療
」

が
あ
り
ま
す
。
新
千
円
札
紙
幣
の
肖
像
画
と
な
ら

れ
た
北
里
柴
三
郎
博
士
は
、
江
戸
時
代
末
期
の
嘉

永
6
年
（
ペ
リ
ー
黒
船
来
航
の
年
）
に
熊
本
県
阿

蘇
郡
小
国
町
に
生
誕
、
明
治
4
年
に
熊
本
医
学
校

に
入
学
さ
れ
ま
し
た
。
上
京
後
、
東
京
大
学
医
学

部
在
学
中
に
記
し
た
演
説
草
稿
『
医
道
論
』
の
中

に
「
人
民
に
摂
生
保
健
の
道
を
説
い
て
、
病
を
未

然
に
防
ぐ
こ
と
が
医
の
本
道
で
あ
る
」
と
あ
り
、

予
防
医
療
が
医
の
本
道
で
あ
る
こ
と
を
説
か
れ
て

い
ま
す
。

　
予
防
医
療
は
一
次
・
二
次
・
三
次
予
防
に
分
類

さ
れ
、
各
々
へ
の
取
り
組
み
が
大
切
で
す
。
一
次

予
防
と
は
生
活
習
慣
や
生
活
環
境
を
改
善
し
整
え

る
こ
と
で
、
①
バ
ラ
ン
ス
の
と
れ
た
食
事
②
適
度

の
運
動
③
適
正
体
重
の
維
持
④
禁
酒
・
禁
煙
⑤
衛

生
的
な
生
活
⑥
予
防
接
種
等
が
含
ま
れ
ま
す
。
生

活
習
慣
・
環
境
を
正
す
こ
と
で
、
い
わ
ゆ
る
生
活

習
慣
病
（
高
血
圧
症
・
糖
尿
病
・
高
コ
レ
ス
テ

ロ
ー
ル
血
症
・
狭
心
症
・
脳
梗
塞
・
が
ん
等
）
の

予
防
や
悪
化
を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
、
一
次
予
防
は

予
防
医
療
の
基
本
と
言
え
ま
す
。
二
次
予
防
は
、

病
気
の
早
期
発
見
と
早
期
治
療
で
す
。
生
活
習
慣

病
の
多
く
は
、
あ
る
程
度
進
行
す
る
ま
で
自
覚
症

状
が
発
現
し
な
い
た
め
、
定
期
的
に
健
康
診
断
を

受
け
る
こ
と
が
早
期
発
見
の
鍵
に
な
り
ま
す
。
そ

し
て
、
大
切
な
こ
と
は
「
健
診
で
異
常
を
指
摘
さ

れ
た
場
合
に
は
、
必
ず
医
療
機
関
を
受
診
す
る
こ

と
」
で
す
。
「
こ
れ
位
い
い
だ
ろ
う
」
と
か
「
忙

し
い
か
ら
仕
方
が
な
い
」
等
の
理
由
で
精
密
検
査

を
怠
る
と
病
気
が
進
行
す
る
こ
と
が
あ
り
、
二
次

予
防
の
効
果
は
半
減
し
ま
す
。
そ
し
て
、
万
一
、

病
気
が
見
つ
か
っ
た
場
合
に
は
、
早
期
に
治
療
を

は
じ
め
る
と
同
時
に
摂
生
す
る
こ
と
が
肝
要
で

す
。
三
次
予
防
と
は
、
病
気
罹
患
後
や
治
療
し
た

後
に
再
発
予
防
や
社
会
復
帰
に
向
け
て
機
能
回
復

に
努
め
る
こ
と
で
す
。
病
後
に
も
予
防
医
療
は
大

切
な
役
割
を
果
た
し
ま
す
。

　
高
齢
者
が
加
齢
、
病
気
や
け
が
等
で
日
常
生
活

が
し
づ
ら
く
な
っ
た
場
合
、
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
導

入
が
検
討
さ
れ
、
そ
の
多
く
は
所
謂
「
や
っ
て
あ

げ
る
」
支
援
に
な
っ
て
い
ま
す
。
近
年
、
注
目
さ

れ
て
い
る
概
念
と
し
て
『
リ
エ
イ
ブ
ル
メ
ン
ト
』

が
あ
り
ま
す
。
リ
エ
イ
ブ
ル
メ
ン
ト
と
は
「
再
び

で
き
る
よ
う
に
な
る
・
再
び
自
立
す
る
」
こ
と
で

す
。
「
や
っ
て
あ
げ
る
」
支
援
で
は
な
く
、
高
齢

者
が
自
ら
望
む
自
立
し
た
日
常
生
活
が
で
き
る
よ

う
に
、
本
人
が
自
分
の
生
活
を
自
身
で
律
す
る
セ

ル
フ
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
能
力
を
維
持
す
る
た
め
に

「
自
分
で
で
き
る
よ
う
に
す
る
・
持
て
る
力
を
引

き
出
す
」
支
援
が
リ
エ
イ
ブ
ル
メ
ン
ト
で
す
。
こ

れ
は
イ
ギ
リ
ス
や
デ
ン
マ
ー
ク
等
の
欧
州
で
広
く

導
入
さ
れ
て
い
る
高
齢
者
支
援
の
ひ
と
つ
で
、
そ

の
有
用
性
や
有
効
性
が
数
多
く
報
告
さ
れ
て
い
ま

す
。
本
邦
で
も
複
数
の
自
治
体
が
医
療
専
門
職
と

新年のご挨拶
球磨郡公立多良木病院企業団　
企業長

髙森 啓史 Takamori Hiroshi

Profile
【専門医・指導医等】 
日本外科学会専門医・指導医 
日本消化器外科学会専門医・指導医 
日本消化器病学会専門医・指導医・学会評議員 
日本肝胆膵外科学会高度技能指導医・評議員 
日本胆道学会指導医
日本がん治療認定医機構認定医 
日本臨床腫瘍学会暫定指導医 
インフェクションコントロールドクター (ICD) 
アメリカ外科学会フェロー（FACS）
アメリカ臨床腫瘍学会 (ASCO) アクティブメンバー

TARAGI MUNICIPAL HOSPITAL　1TARAGI MUNICIPAL HOSPITAL　1



タ
ッ
グ
を
組
ん
で
、
こ
の
取
り
組
み
を
推
進
し

て
い
ま
す
。
リ
エ
イ
ブ
ル
メ
ン
ト
は
三
次
予
防

に
も
相
通
ず
る
と
こ
ろ
が
あ
る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
当
圏
域
で
も
リ
エ
イ
ブ
ル
メ
ン
ト
を
啓
蒙

し
、
充
実
さ
せ
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

W
H
O
（
世
界
保
健
機
構
）
は
2
0
0
6
年

に
『
ゼ
ロ
次
予
防
』
の
概
念
を
提
唱
し
ま
し

た
。
ゼ
ロ
次
予
防
と
は
社
会
環
境
を
改
善
す
る

こ
と
で
健
康
づ
く
り
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
考

え
で
す
。
一
人
ひ
と
り
が
社
会
と
つ
な
が
り
、

居
場
所
や
役
割
等
を
有
す
る
こ
と
で
孤
立
を
解

消
し
て
い
く
こ
と
で
す
。
本
邦
の
健
康
政
策
と

し
て
、
「
21
世
紀
に
お
け
る
国
民
健
康
づ
く
り

運
動
（
健
康
日
本
21
：
第
一
次
）」
が
2
0
0
0

年
度
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
第
二
次
が

2
0
1
3
〜
2
0
2
3
年
度
、
そ
し
て
第
三
次

は
2
0
2
4
年
度
か
ら
12
年
間
の
予
定
で
は
じ

ま
り
、
そ
の
中
で
は
多
方
面
で
の
健
康
づ
く
り

の
た
め
の
目
標
・
指
標
・
目
標
値
・
ア
ク
シ
ョ

ン
プ
ラ
ン
等
が
示
さ
れ
、
ゼ
ロ
次
予
防
の
戦
略

も
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　
当
院
企
業
団
で
も
、
様
々
な
職
種
が
各
々
の

専
門
領
域
で
予
防
医
療
に
も
取
り
組
ん
で
お

り
、
今
後
も
更
に
力
を
入
れ
て
い
き
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
高
市
内
閣
総
理
大
臣
は

2
0
2
5
年
10
月
24
日
の
所
信
表
明
演
説
に
お

い
て
「
健
康
医
療
安
全
保
障
」
と
い
う
新
し
い

概
念
を
示
さ
れ
ま
し
た
。
そ
の
中
で
「
攻
め
の

予
防
医
療
の
徹
底
」
が
掲
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。

社
会
保
障
を
支
え
る
人
口
が
減
少
し
て
い
く
中

で
、
健
康
寿
命
の
延
伸
を
図
り
、
皆
が
元
気
に

活
躍
し
て
、
社
会
保
障
の
担
い
手
と
な
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
な
健
康
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て

い
ま
す
。
当
圏
域
で
も
、
多
角
的
な
予
防
医
療

や
リ
エ
イ
ブ
ル
メ
ン
ト
を
推
進
し
て
、

住
民
の

方
々
の
「
身
体
的
・
精
神
的
・
社
会
的
に
満
た

さ
れ
た
幸
福
な
状
態
」
、
つ
ま
り
ウ
ェ
ル
ビ
ー

イ
ン
グ
の
実
現
に
尽
力
し
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。

　
当
院
企
業
団
に
は
、
病
院
の
ほ
か
に
在
宅
医

療
セ
ン
タ
ー
・
訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
・
総

合
健
診
セ
ン
タ
ー
・
介
護
老
人
保
健
施
設
・
居

宅
介
護
支
援
事
業
所
・
上
球
磨
地
域
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
・
病
児
/
病
後
児
保
育
施
設
が
併
設

さ
れ
て
お
り
、
予
防
医
療
か
ら
救
急
医
療
、
急

性
期
・
回
復
期
医
療
、
そ
し
て
介
護
・
保
健
・

福
祉
ま
で
を
包
括
的
に
実
践
で
き
る
体
制
と

な
っ
て
い
ま
す
。
今
年
も
、
医
師
会
の
先
生

方
、
行
政
や
関
連
事
業
所
の
方
々
、
そ
し
て
住

民
の
皆
様
と
風
通
し
の
良
い
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
り
な
が
ら
O
n
e

T
e
a
m
と
な

り
、
「
治
し
支
え
る
医
療
」
そ
し
て
「
予
防
医

療
」
に
取
り
組
み
、
地
域
社
会
に
貢
献
し
て
い

く
所
存
で
す
。

　
今
後
と
も
ご
指
導
な
ら
び
に
ご
支
援
を
賜
り

ま
し
た
ら
、
幸
甚
に
存
じ
ま
す
。

 
 

本
年
も
ど
う
ぞ
宜
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。
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11月17日　国立がん研究センター中央病院 肝胆膵内科　医
長の肱岡範先生を招いた「消化器カンファレンス特別講演会」
を当院講堂にて開催しました。
　肱岡先生は球磨郡錦町ご出身で自治医科大学を卒業後、当院
でもご勤務いただいておりました。現在は、日本のみならず世
界から注目されている医師です。
　「膵臓癌の診断と治療の最前線～EUS・ERCPを中心に～」に
ついて、公立多良木病院勤務時の思い出を交えながら講話いた
だき、スタッフのモチベーションアップに繋がる大変貴重な機
会となりました。

消化器カンファレンス特別講演会
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募集要項詳細はQR
コードからHPをご覧
ください

職員募集中
私たちと一緒に
働きませんか？

新
規
採
用
者
の
ご
紹
介

お
お
と
う
　
　
じ
ゅ
ん
こ

大
東
　
順
子

総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
「
コ
ス
モ
」
医
長

　

１
月
よ
り
健
診
セ
ン
タ
ー
コ
ス
モ
で
勤
務
す
る

こ
と
と
な
り
ま
し
た
。
地
域
の
皆
様
の
健
康
増
進

に
役
立
て
る
よ
う
頑
張
り
た
い
で
す
。

よ
し
づ
る
　   

た
か  

こ

吉
鶴
　
孝
子

総
合
健
診
セ
ン
タ
ー
「
コ
ス
モ
」

事
務
補
助

　

今
ま
で
介
護
士
と
し
て
他
施
設
で
従
事
し
て
お

り
、
事
務
の
仕
事
は
久
し
ぶ
り
な
の
で
皆
様
に
ご

迷
惑
を
お
か
け
し
な
い
様
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、

長
い
目
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。

ふ
く
だ
　       

あ  
み

福
田
　
愛
海

診
療
部
　
医
師
事
務
補
助

　

業
務
を
学
び
身
に
つ
け
皆
さ
ん
の
お
役
に
立
て

る
よ
う
頑
張
り
ま
す
。

　

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　地域に開かれた病院づくりの一環として、球磨中央高校３年生チャレンジショップ班による商業研究発
表を当院講堂にて開催しました。
　若者の視点や新しい発想に触れることで、職員の視野拡大や意識向上などに繋げると共に若者に医療機
関を身近に感じてもらう機会にしようと企画されました。
　チャレンジショップ班の皆さまには、地元の特産品を使ったアイス開発や販売、ひみつ基地ミュージア
ムでのガイド挑戦など、地域を盛り上げるプロセスや研究の成果などの商業研究について発表いただきま
した。「地域と共に」を掲げる当院でも、学生のパワーと行動力を見習い、地域医療を今後も継続してい
けるよう新しい視点で物事に取り組むなど、日々努力していかなければと再認識させられる大変貴重な機
会となりました。

　地域の一般住民を対象とした、球磨郡医師会主催の
「第２回健康教室」が球磨郡医師会館において開催さ
れました。
　当院の言語聴覚士と感染管理認定看護師の職員２名
が講師を務め、「言葉をはぐくむかかわり方」「保育
施設における感染症対策」についてお話させていただ
きました。
　参加いただきました皆様ありがとうございました。

球磨中央高校商業研究発表会を開催

～球磨郡医師会　健康教室～
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防ごう！入浴時の

健康フェスタ 2025開催しました

ヒートショックとは…急な温度変化で
血圧が変動し、心臓がダメージを
受けること。脳卒中や心筋梗塞の原因

になる場合があります。

11月30日に開催した健康フェスタ2025にはたくさんの方にご来場をいただき誠にありがとう
ございました！
　当院職員企画のブースをはじめ、ステージ部門では多良木中学校吹奏楽部の演奏やキッズファッ
ションショー、屋外では湯前町の創作エイサー団体「慈流」の演舞などで大変盛り上がりました。
　来年も、健康への関心を高めていただくため、また、より公立多良木病院を身近に感じていただ
けますよう、健康フェスタを企画したいと考えておりますので、是非ご参加ください。

血圧

体に優しいお風呂の入り方体に優しいお風呂の入り方

特に注意！
1
浴室と、
脱衣所を暖めておく

2
湯温設定は
41度以下に

3
入浴する
時は一声かける

4
入浴前に
水分を摂る 血圧が高めの方は普段

からの血圧管理が
大事！

お家の中も暖かく！
断熱性の高い窓を
設置したり、玄関、
トイレ、廊下も暖める
ようにしましょう。

5
かけ湯を
してから入る

6
お湯に浸かる
のは10分以内
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新年おめでとうございます。
年はじめは、医療社会事業課が行っている業務の一部について紹介をさせていただきます。

●医療社会事業課では何をしているの
　病気やけがによって生じる生活上の不安や困りごとについて、医療や福祉の立場から一緒に考えさせていただく
『相談窓口』と、地域の医療機関や介護施設などと連絡調整を行う『連携窓口』としての役割があります。
　「誰に相談すればいいかわからない」、「こんなことで相談していいのかな」
　下記にあるような、お困りごとがある際には、ぜひお気軽にご相談ください。

●このようなことでお困りではありませんか
　・退院後の生活や介護のことが心配
　・介護保険や福祉制度がよく分からない
　・家族が入院し、今後の生活について相談したい
　・家で看取りまで行いたい
　・医療費や生活費の支払いに不安がある
　・治療と仕事の両立が難しい
※医療社会事業課のスタッフが話を伺い、適切な支援を行います。
　（医療社会事業課には、医療ソーシャルワーカー、看護師、医療対話推進者が在籍しています）

●お困りごとに応じた介護や福祉の制度などを紹介します
　・高額療養費制度、限度額適用認定証
　・介護保険要介護認定申請や介護保険サービスの活用
　・福祉用具の展示及び貸与（短期間）
　・障害福祉サービス
　・その他、各種公的支援制度　など
※制度の内容説明や申請方法についてお手伝いします。

●地域との連携
　・医療機関（病院、医院・クリニック、歯科医院）、薬局
　・地域包括支援センター
　・介護保険関連事業所、障害福祉サービス事業所、居宅介護支援事業所、相談支援事業所
　・行政、福祉機関　など
※地域の皆さまが安心して医療を受け、住み慣れた地域で生活できるよう、地域の関係機関と連携し支援しています。

●ご相談窓口：医療社会事業課
　電話：０９６６‐４２‐２６６５
　受付時間：８時30分～17時15分（土・日・祝日・12/29～1/3を除く）
　場所：⑥番窓口（内科外来の奥にあります）
※相談内容の秘密は厳守します。どうぞ、いつでもお気軽にご相談ください。

医療社会事業課通信

もりやま　 きみのり
森山　公則

リレーエッセイ 居宅介護支援事業所
ケアマネージャー

居
宅
介
護
支
援
事
業
所
の
森
山
で
す
。公
立
居

宅
は
シ
ル
バ
ー
エ
イ
ト
の
事
務
所
内
に
あ
り
、い

つ
も
楽
し
く
仕
事
さ
せ
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
ど
ん
な
こ
と
を
書
こ
う
か
悩
み
に
悩
ん

で
決
め
た
テ
ー
マ
が「
将
棋
」で
す
。妻
が
将
棋
の

藤
井
聡
太
竜
王・名
人
の
大
フ
ァ
ン
で
あ
り
、い
つ

も
将
棋
の
魅
力
を
聞
い
て
い
ま
し
た
。

　

最
初
は
正
直
そ
こ
ま
で
興
味
が
な
か
っ
た
の

で
す
が
、話
を
聞
い
て
い
る
う
ち
に
だ
ん
だ
ん
興

味
が
湧
き
、プ
ロ
の
公
開
対
局
を
生
で
見
る
機

会
が
あ
り
、そ
れ
が
あ
ま
り
に
面
白
く
て
将
棋
に

は
ま
り
ま
し
た
。

　

今
で
は
毎
日
ス
マ
ホ
ア
プ
リ
で
対
局
し
て
い

ま
す
。勝
率
は
１
割
と
情
け
な
い
数
字
で
す
が
、

戦
略
を
練
り
に
練
っ
て
勝
っ
た
１
勝
の
喜
び
は
計

り
知
れ
ま
せ
ん
。

　

新
た
に
楽
し
み
を
見
つ
け
、人
生
が
ち
ょ
っ
と

豊
か
に
な
っ
た
気
さ
え
し
て
い
ま
す
。

　

何
事
に
も
興
味
を
持
っ
て
、や
っ
て
み
る
、試
さ

ず
に
自
分
で
評
価
を
決
め
ず
、ま
ず
は
試
し
て
み

る
こ
と
は
大
事
だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

仕
事
に
も
通
じ
る
こ
と
で
も
あ
り
、今
後
も
い

ろ
ん
な
こ
と
に
興
味
を
持
っ
て
試
し
、経
験
し
、

仕
事
も
私
生
活
も
充
実
し
て
い
け
た
ら
と
思
い

ま
す
。

　

次
は
上
球
磨
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
の
杉

山
さ
ん
に
バ
ト
ン
を
つ
な
ぎ
ま
す
。
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11月30日、公立多良木病院企業団健康フェスタが
開催されました。
　シルバーエイトでは、射的、スーパーボールすく
い、ヨーヨー水風船釣り、とろみ食体験、体力測定な
ど色々な催し物を展示しました。入所者の皆さんにも
参加して頂き、大変楽しまれていました。また、地域
の方々にも来場して頂き会場も大いに賑わいました。

健康フェスタinシルバーエイト

今年度の健診忘れていませんか？
期間限定健康診断のご案内

　総合健診センター「コスモ」では、複数の検査の中からご希望の検査を組み合わせて
受診できる期間限定健康診断を、下記日程で実施します。この時期だけの特別割引料金
となっております！今年度まだ受診されていない方はぜひこの機会にいかがでしょうか！
検査項目や料金などの詳細についてはコスモまでお気軽にお問い合わせください。
なお、詳細内容は各自治体の回覧板でも配布予定です。
※健診料金は全額自己負担となります

　　　★申込期間　令和8年1月13日(火)～令和8年2月27日(金)  ※土日祝を除く
　　　　　　　　　　【予約受付時間】平日 8：30～17：00
　　　　　　　　　　【お問合せ･お申し込み先】0966-42-2410

　　　★実施期間　令和8年1月16日(金)～令和8年3月6日(金) ※土日祝を除く
　　　　　　　　　　午前7：00～午前11：00頃  (検査内容により異なります)
　　　　　　　　　　完全予約制

※下記の場合はお申し込みをご遠慮ください！
　・医療機関にて現在治療中・経過観察中の疾患に関する検査項目
　・今年度の健診で紹介状が出ている検査項目



　

長
き
に
わ
た
り
お
付
き
合
い
頂
き
ま
し
た
こ
の
連
載

も
、
今
回
が
最
終
回
と
な
り
ま
す
。
私
事
で
は
ご
ざ
い
ま

す
が
、
こ
の
12
月
を
も
っ
て
約
10
年
間
勤
務
さ
せ
て
い
た

だ
い
た
球
磨
郡
公
立
多
良
木
病
院
を
退
職
す
る
こ
と
に
な

り
ま
し
た
。
退
職
に
あ
た
り
、
こ
の
場
を
借
り
て
皆
様
に

ご
挨
拶
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

振
り
返
る
と
、
こ
の
多
良
木
で
の
10
年
間
は
本
当
に

あ
っ
と
い
う
間
で
し
た
。
私
は
熊
本
市
、
天
草
、
阿
蘇
な

ど
熊
本
県
内
各
地
の
病
院
で
総
合
診
療
医
と
し
て
勤
務
し

た
後
、
35
歳
で
当
院
に
赴
任
し
ま
し
た
。
当
時
は
、
深
刻

な
内
科
医
師
不
足
に
よ
り
救
急
車
や
急
患
の
受
け
入
れ
も

一
部
制
限
を
せ
ざ
る
を
得
な
い
な
ど
、
運
営
が
困
難
な
時

期
で
し
た
。
医
師
と
し
て
よ
う
や
く
一
人
前
と
い
わ
れ
る

時
期
を
迎
え
て
い
た
私
は
、
出
身
大
学
で
あ
る
自
治
医
大

の
建
学
の
精
神
で
あ
る
「
医
療
の
谷
間
に
灯
を
と
も
す
」

と
い
う
使
命
を
こ
の
場
所
で
果
た
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま

し
た
。

　

こ
の
多
良
木
で
地
域
の
「
か
か
り
つ
け
医
」
と
し
て
皆

様
の
健
康
を
支
え
る
一
翼
を
担
う
こ
と
が
で
き
た
こ
と

は
、
医
師
冥
利
に
尽
き
る
経
験
で
し
た
。
地
域
の
皆
様
の

温
か
さ
、
特
に
診
療
中
に
い
た
だ
い
た
励
ま
し
の
言
葉
一

つ
ひ
と
つ
が
、
私
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
な
り
ま
し
た
。
本
当

に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

医
師
と
し
て
だ
け
で
な
く
、
組
織
人
と
し
て
も
貴
重
な

経
験
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
特
に
、
副
院
長
や
感

染
制
御
部
長
な
ど
重
要
な
役
職
を
任
せ
て
い
た
だ
き
、
病

院
経
営
や
運
営
の
や
り
甲
斐
や
難
し
さ
を
学
ぶ
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
と
称
し
て
病
院
と
地

域
住
民
の
皆
様
と
の
相
互
理
解
を
深
め
る
取
組
を
行
っ
た

こ
と
も
良
い
思
い
出
で
す
。
中
で
も
忘
れ
ら
れ
な
い
の
は

「
コ
ロ
ナ
禍
」
で
す
。
あ
の
頃
は
本
当
に
大
変
で
し
た
。

感
染
制
御
の
担
当
者
と
し
て
、
来
る
日
も
来
る
日
も
診
療

と
院
内
感
染
対
策
、
情
報
の
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
に
追
わ
れ
る

忙
し
い
毎
日
で
し
た
が
、
職
員
の
皆
さ
ん
が
力
を
合
わ
せ

「
地
域
の
命
を
守
る
ん
だ
」
と
い
う
強
い
気
持
ち
で
戦
い

抜
く
と
い
う
得
難
い
経
験
を
し
ま
し
た
。
あ
の
時
の
職
員

の
頑
張
り
、
そ
し
て
地
域
の
皆
様
が
私
た
ち
医
療
従
事
者

を
信
じ
て
協
力
し
て
く
だ
さ
っ
た
こ
と
に
、
心
か
ら
感
謝

し
て
い
ま
す
。
私
ひ
と
り
の
力
は
小
さ
く
、
名
ば
か
り
の

リ
ー
ダ
ー
で
申
し
訳
な
い
思
い
で
し
た
が
、
本
当
に
貴
重

な
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。

　

現
在
の
日
本
の
医
療
は
、
再
び
大
き
な
試
練
を
迎
え
て

い
ま
す
。
超
高
齢
化
に
よ
る
医
療
需
要
の
増
加
、
少
子
化

に
よ
る
労
働
人
口
の
減
少
、
そ
し
て
物
価
や
人
件
費
高
騰

が
直
撃
し
、
公
定
価
格
で
あ
る
診
療
報
酬
で
は
コ
ス
ト
を

吸
収
し
き
れ
ず
、
多
く
の
病
院
が
経
営
難
に
苦
し
ん
で
い

ま
す
。
特
に
人
手
不
足
問
題
は
地
方
の
中
小
病
院
で
そ
の

傾
向
が
顕
著
で
、
当
院
も
例
外
で
は
な
く
、
今
後
よ
り
厳

し
さ
を
増
す
可
能
性
が
高
い
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

人
口
減
少
が
進
む
地
域
で
質
の
高
い
医
療
を
持
続
的
に

提
供
し
て
い
く
た
め
に
、
病
院
は
時
代
に
沿
っ
て
様
々
な

変
化
を
し
て
い
く
で
し
ょ
う
。
医
療
は
皆
さ
ん
の
生
活
に

大
切
な
イ
ン
フ
ラ
で
す
か
ら
、
「
地
域
で
必
要
な
医
療
を

ど
う
残
す
か
」
と
い
う
視
点
で
、
未
来
に
向
け
た
議
論
が

必
要
と
な
り
ま
す
。
貴
重
な
灯
火
を
未
来
へ
繋
ぐ
た
め
に

は
、
私
た
ち
医
療
従
事
者
や
行
政
だ
け
で
な
く
、
地
域
の

皆
様
の
理
解
や
協
力
が
不
可
欠
で
す
。
ど
う
ぞ
今
後
と
も

温
か
い
御
支
援
を
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
の
医
療
で
は
、
高
齢
化
が
進
む
中
で
ま
す
ま

す
「
総
合
力
」
が
問
わ
れ
ま
す
。
内
科
総
合
診
療
科
で

培
っ
て
き
た
「
ど
ん
な
病
気
も
、
ど
ん
な
患
者
さ
ん
も
、

ま
ず
は
し
っ
か
り
受
け
止
め
る
」
と
い
う
、
地
域
に
寄
り

添
う
医
療
の
精
神
こ
そ
、
未
来
の
地
域
医
療
を
支
え
る
土

台
と
な
り
ま
す
。
私
は
病
院
を
離
れ
ま
す
が
、
多
良
木
病

院
が
こ
れ
か
ら
も
こ
の
地
域
の
「
命
の
砦
」
と
し
て
、
強

く
あ
り
続
け
る
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て
い
ま
す
。
10
年

間
、
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。
私
の
多
良
木
で
の

経
験
は
、
こ
れ
か
ら
の
医
師
人
生
の
大
き
な
財
産
で
す
。

皆
様
の
健
康
と
幸
せ
を
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

ど
う
か
お
元
気
で
！

TARAGI MUNICIPAL HOSPITAL　7

「
医
療
よ
も
や
ま
ば
な
し
」最
終
回

内
科
・
総
合
診
療
科

稲
田
啓
介

10
年
間

あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
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さ
て
今
回
は
健
診
結
果
の
見
方
シ
リ
ー
ズ
第
4
弾
！
血

液
検
査
に
つ
い
て
み
て
い
き
ま
す
。
血
液
検
査
の
項
目
は

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、
今
回
は
消
化
器
に
関
わ
る
項
目

を
中
心
に
お
伝
え
し
ま
す
。
血
液
検
査
は
み
な
さ
ん
一
番

な
じ
み
の
あ
る
検
査
か
と
思
い
ま
す
。
結
果
は
シ
ン
プ
ル

に
数
字
で
表
示
さ
れ
、
そ
の
数
字
が
高
い
か
低
い
か
で
異

常
で
あ
る
か
ど
う
か
が
分
か
る
た
め
、
と
て
も
わ
か
り
や

す
い
と
思
い
ま
す
。
そ
れ
で
は
、
項
目
ご
と
に
見
て
い
き

ま
し
ょ
う
！

・
肝
機
能

A
S
T（
G
O
T
）、A
L
T（
G
P
T
）、γ
‐
G
T
P
、

A
L
P
、
ビ
リ
ル
ビ
ン
な
ど
の
項
目
が
あ
り
ま
す
。
通

常
、
数
値
が
高
い
と
異
常
と
な
り
、
病
院
で
の
精
査
が
勧

め
ら
れ
ま
す
。
肝
臓
そ
の
も
の
が
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け
て
い

る
場
合
や
、
肝
臓
で
作
ら
れ
る
胆
汁
と
い
う
消
化
酵
素
の

流
れ
が
悪
い
場
合
な
ど
に
こ
れ
ら
の
数
値
が
上
昇
し
ま

す
。

　

病
院
を
受
診
し
た
場
合
に
は
血
液
検
査
の
再
検
査
や
腹

部
超
音
波
検
査
で
精
査
を
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
最
近

で
はFIB-4 index

と
い
う
項
目
も
注
目
さ
れ
て
お
り
、

年
齢
・
A
S
T
・
A
L
T
・
血
小
板
数
の
4
つ
の
数
値
を

計
算
す
る
こ
と
で
求
め
ら
れ
、
肝
臓
の
繊
維
化
（
硬
く
な

る
変
化
）
の
進
み
具
合
を
調
べ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
繊

維
化
が
進
む
ほ
ど
、
将
来
肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん
の
リ
ス
ク

が
高
ま
っ
て
い
き
ま
す
。

・
腫
瘍
マ
ー
カ
ー

　

よ
く
人
間
ド
ッ
ク
な
ど
で
は
追
加
オ
プ
シ
ョ
ン
と
し
て

選
択
さ
れ
る
こ
と
が
多
い
と
思
い
ま
す
。
数
値
が
高
け
れ

ば
、
が
ん
の
可
能
性
が
あ
る
、
と
い
う
の
は
確
か
に
間
違

い
な
い
の
で
す
が
、こ
れ
は
あ
く
ま
で
診
断
の
た
め
の
「
補

助
的
」
な
も
の
で
あ
り
ま
す
。
数
値
が
高
け
れ
ば
必
ず
が

ん
が
あ
る
わ
け
で
は
な
い
で
す
し
、
低
け
れ
ば
絶
対
に
が

ん
が
な
い
と
い
う
こ
と
に
は
な
り
ま
せ
ん
。
病
院
で
は
、

腫
瘍
マ
ー
カ
ー
は
主
に
治
療
の
効
果
が
あ
っ
た
か
ど
う

か
、
治
療
後
の
再
発
が
な
い
か
ど
う
か
を
評
価
す
る
た
め

に
使
う
こ
と
が
多
い
で
す
。
が
ん
を
早
期
で
発
見
す
る
た

め
に
は
腫
瘍
マ
ー
カ
ー
の
み
で
は
な
く
、
画
像
検
査
も
行

う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

・
貧
血

　

一
般
的
に
は
H
b
（
ヘ
モ
グ
ロ
ビ
ン
）
の
数
値
で
貧
血

が
あ
る
か
ど
う
か
を
判
断
し
ま
す
。
貧
血
の
原
因
は
こ
こ

に
書
き
切
れ
な
い
く
ら
い
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。
病
院
へ

の
紹
介
状
が
出
た
場
合
、
病
院
で
は
原
因
を
調
べ
る
た
め

の
追
加
の
血
液
検
査
が
行
わ
れ
る
と
思
い
ま
す
が
、
過
去

1
年
以
内
に
胃
カ
メ
ラ
や
大
腸
カ
メ
ラ
を
受
け
て
い
な
い

場
合
に
は
一
度
検
査
を
受
け
る
の
を
お
す
す
め
し
ま
す
。

消
化
器
系
の
が
ん
が
あ
る
場
合
に
も
貧
血
を
来
す
こ
と
が

あ
り
ま
す
。

・
そ
の
ほ
か

　

脂
質
や
血
糖
な
ど
も
実
は
肝
臓
と
関
係
が
あ
り
ま
す
。

肝
機
能
が
悪
く
な
る
原
因
と
し
て
、
よ
く
お
酒
の
飲
み
過

ぎ
が
イ
メ
ー
ジ
さ
れ
ま
す
が
、
脂
質
異
常
症
や
糖
尿
病
な

ど
の
、
い
わ
ゆ
る
生
活
習
慣
病
と
よ
ば
れ
る
も
の
が
原
因

で
肝
機
能
が
悪
化
す
る
こ
と
も
多
い
で
す
。
脂
質
異
常
症

や
糖
尿
病
の
治
療
を
行
う
こ
と
で
肝
機
能
の
数
値
も
改
善

し
て
い
く
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

　

血
液
検
査
の
項
目
を
見
る
と
、
ど
れ
も
英
語
ば
か
り
で

一
体
何
を
意
味
す
る
項
目
な
の
か
分
か
ら
な
い
も
の
も
多

い
と
思
い
ま
す
。
そ
ん
な
と
き
に
は
か
か
り
つ
け
の
先
生

に
相
談
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

おなかのおはなし

消化器科

小島 範大

健診結果の見方
教えます！
　～血液検査編～



■診療科受付時間　（2025年12月現在）
[午前／8：30～11：00] ※再診のご予約・変更などは午後1時30分から午後３時に受付いたします。

球磨郡公立 
多良木病院企業団
TEL0966-42-2560

■総合健診センター「コスモ」 
　TEL0966-42-2410

■介護老人保健施設「シルバーエイト」
　TEL0966-42-5288

■上球磨地域包括支援センター 
　TEL0966-42-6006

■居宅介護支援事業所 
　TEL0966-42-2560(内線810)

■在宅医療センタ ー   
　訪問看護ステーション「たいよう」
　TEL0966-42-3301

■病児・病後児保育施設「ホッと館」 
　TEL0966-42-2828

■球磨地域在宅医療サポートセンター
　TEL0966-42-2665
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診療科

内科・総合診療科

循環器科

呼吸器科

消化器科

肝臓病外来
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整形外科

脳神経外科

産婦人科

小 児 科

泌尿器科

腎臓内科

眼　　科

皮 膚 科

歯　　科
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（急患のみ）

※完全予約制

0966-42-2596

0966-42-2323

（急患のみ）

9：30～

第2金休診

（非常勤）

（非常勤）

基 本 理 念
ひとと社会を診る医療・福祉を実
践して、地域社会に貢献します

患者さんの権利
1.安全で質の高い医療を受ける権利
患者さんは、その社会的立場や病気の種類に
かかわらず、安全で良質な医療を平等かつ公
平に受ける権利があります。

2.医療を選択する権利
患者さんは、ご自身の医療に関して情報を知
る権利があります。病状や治療内容について
説明を受けて、理解した上で検査や治療など
を選択する権利や拒否する権利があります。

3.個人情報やプライバシーが保護される権利
患者さんは個人情報やプライバシーについて
保護される権利があります。

1.正確な情報の提供
患者さんは最適な医療を受けるために、自ら
の疾患、健康や社会背景などに関する情報を
提供する責務があります。

2.診療内容の理解と医療への協力
患者さんは、自らの診療内容を理解するよう
に努め、医療に協力する責務があります。

3.社会的なルールの尊重と医療環境づくり
　への配慮
患者さんは社会的ルールを尊重し、病院の規
則を守り、他の患者さんの治療や療養に配慮
する責務があります。

患者さんの責務

基 本 方 針
1.質の高い医療
　寄り添う心を持ち、最新の知見を学び、技術の
　向上に努めます

2.救急医療
24時間体制で、迅速に対応します

3.地域共生
　地域医療機関・施設・行政・社会と連携して、
　安心して暮らすことができる地域社会を実現し
　ます

4.予防医療
　健康長寿を支えます

5.Well-Beingを実感できる職場
　多様性を寛容し、やりがいと誇りを持つことが
　できる企業文化を醸成します

公立病院前駅
くま川鉄道

至人吉 至湯前・宮崎
至宮崎・鹿児島

至八代

変電所 県道人吉水上線

広域農道（フルーティーロード）

球　磨　川

国道 219号線

●

クラフトパーク石野公園
●

川
辺
川

球磨郡公立
多良木病院

■交通アクセス 車　：人吉インターより22km（約35分）
　　　人吉球磨スマートインターより17km（約26分）
バス：九州産交バスを利用〈公立病院前下車〉

人吉駅

人吉IC

人吉球磨
スマート
IC

九
州
自
動
車
道

球磨郡公立多良木病院企業団の診療実績等につきましてはホームページにて公表しております。

あけましておめでとうございます。2026年が地域の皆様にとっ
て健やかな一年となるようお祈り申し上げます。三が日はかなり
冷え込み、真冬の寒さとなりました。私は親戚や友人と穏やかな
時間を過ごしました。また今年も『恒星』を通じて皆様の健康に
寄り添うことができましたら幸いです。今後とも当誌『恒星』を
皆様のお手元に届けることができるよう、委員一同愛着を持ち、
作り上げていきますので、毎号楽しみにお待ちください。

＊肝臓病外来は完全予約制です。〈予約：消化器科外来(内線105）13:30～15:00〉
＊腎臓内科は完全予約制です。〈問合せ：内科外来(内線108）13:30～15:00〉　
　受付時間は第２、第４金曜日の13:30～15:00です。
＊歯科・小児科は午後も受け付けます。
＊急患は上記受付時間外でも受け付けております。　
　詳細は、来院前にお問い合わせください。

編集後記


